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　　3．岡山市の産業構造の変化
　1）産業部門別構成の変化
　表10は1925年（大正14）から1940年（昭和15）にかけての岡山市の産業部
門別の生産総価額の推移を各年次の『岡山県統計年報』に基づいて整理した
ものである。前号の拙稿（1）の場合と異なり本号の（II）ではすべての表
は『岡山県統計年報』に基づいて作成したものであり，したがって（1）の
表1に関して述べた問題点を持っていることをはじめにおことわりしておか
ねばならない。
　まず岡LLi市の生産総価額の5年毎の推移を見ておこう。1925年の岡山市の
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表10　岡山市の産業部門別生産総価額の推移
産　業 1925（大正14）年比率 1930（昭和5）年比率 1935（昭和10）年比率 1940（昭和15）年比率
農　業 1，056，7712．2 597，9281．8 1，957，12ユ 4．0 3，608，5334．2
蚕　業 一 一 945，3302．9 ユ，390，9212．9
2190220，　　　　　　　〒 2．5
畜産業 501，2461．1 419，5271．3 440，7800．9 1．287β62ユ．5
水産業 120，10ユ 0．3 142，2870．4 159，590O．3 408，7740．5
林産業 90β71 0．2 214，0650．7 197，3050．4 243，9970．3
鉱　業 一 ｝ 一 一 一 一 工業と合算
工　業 45，706，54496．3 30，347，17492．9 44，295，53991．5 78，328，3499ユ．o
合　計 47，475，533100％ 32，666，311GO％ 48439256　T　　　　　　　　〒 100％ 86，067，735100％
世帯当
???
LG53
??，
2，358
注）単位は円とパーセント
出所）各年次の『岡山県統計年報」
生産総価額を100とすると，1930年は68．8，1935年は102，1940年は181となっ
ていて，岡山県全体の生産総価額の推移と同様な傾向を示してはいるが，昭
和恐慌時の落ち込みがやや軽くすみ，その分1935年の回復も早かったように
見える。しかし逆に，1940年ではやや下回る数値となっていた。岡山市の生
産総価額が岡山県全体の中で占めていた比率を見ておくと1925年が13．9％，
1930年が15。1％，1935年が14．4％，1940年が13．5％となっていて，おおむね
14％前後であることがわかる。この生産総価額を県内の他の郡市と比較して
見ると，1925年から！935年までは児島郡の第1位につぐ第2位で，1940年に
はようやく第1位を占める（玉野市が誕生して分かれた児島郡が第2位とな
ったため）ことができた。現住1世帯当たりで見ると，岡山市の生産総価額
は1925年目ら1935年までは県内第5位で1940年になると第8位に後退してい
た。
　産業部門別に見ると，岡山県全体の場合のように農業が約四分の一を占め
たため鉱工業は60％前後にとどまっていた状態とは異なり，ゆるやかに縮小
しっっあったとはいえ岡山市の鉱工業は産業全体の90％以上を常に占めてい
一　190　一
戦前昭和期の地域産業構造の変化（II）　713
た。そのため他の産業は大きくても4％程度しかなく，いわば鉱工業（岡山
市の場合は実際には工業）がずば抜けて大きな産業なのであった。岡山市の
場合は鉱業；はおそらくまったくなかったと思われるので，岡山市の工業（1940
年のみ鉱業と合算）の生産価額が岡山県工業の中に占めた比率を見ておくと
1925年目23．4％，1930年が23．6％，1935年が20．8％，！940年が19．0％となっ
ていて，産業全体の場合よりは大きな比率を占めてはいたが反面徐々に縮小
しつつあった。そのため郡市別順位では1925年と1930年が第1位であったが
1935年には児島郡に抜かれて第2位となり，玉野市が分かれた児島郡を1940
年に抜き返してまた第1位にようやくもどれた有様であった。工業内部のこ
とについては後に第2節でさらに詳しく検討する。
　工業につぐ岡山市の産業は農業となっているが，上で述べたように岡山県
全体の場合の25％程度とは大きく異なりその産業全体で占める比率は最大で
も4％程度にすぎない。したがって岡山県の農業全体に占めた比率を見てお
くと，1925年が1．1％，1930年が1，1％，1935年目2．3％，1940年が2．4％とな
っていて1935年から倍増しているものの小さく，5指に入れるような状態に
はとうていなかった。岡山市の産業全体の中で1％にも達しなかった水産業
や林産業の場合も比率に若干の変動はあったが，農業と同様それぞれ岡山県
全体に占める比率は小さかった。まったくなかったと思われる鉱業は無視で
きる状態であったことはいうまでもない。
　岡山市の産業全体の中で占めていた比率は農業より小さかったが，蚕業と
畜産業はそれぞれが岡山県全体に占める比率はかなり大きかった。1925年目
数値がなかった岡山市の蚕業が岡LLI県全体に占めていた比率は1930年が5．9％，
1935年目8．3％，1940年が8．8％となっていて，津LLI市や真庭郡には及ばない
ものの第3位を占めていたようであった。また岡山市の畜産業が岡山県全体
に占めていた比率を見ると1925年が11．5％，1930年が10．7％，1935年が9．7％，
1940年が10．0％となっていて，おおむね1割で第2位もしGま第3位（邑久
郡や小田郡・浅口郡に及ばなかった）を占めていた。つまり，岡山市の産業
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部門別の生産総価額構成の特徴を岡1」」県全体の中での比率を中心に述べてお
くと，工業が特に大きな比率を占めていたこと，畜産業と蚕業も工業ほどで
はなかったがかなりの比率を占めていたこと，それら主要産業の県内比率は
蚕業を除いて縮小傾向であったこと，農業・水産業・林産業・鉱業は小さな
比率しか占めていなかったことがいえる。
　表11は岡山市の会社企業の数と資本金額の推移を見たものであり，会社種
類別と営業産業部門別と資本金規模別とを一つの表にしてあり，比率はそれ
ぞれの中で占める数字である。会社数合計で岡山市が岡山県全体に占めてい
た比率は1925年に25．3％，1930年に33．8％，1935年に34．8％，1940年に35．3
％となっていて四分の一から三分の一丁へと拡大して一貫して第1位であっ
たが，資本金合計では岡山県全体の中で1925年に42，8％，1930年に55．8％，
1935年に38．6％，1940年に40．9％を占めていて会社数合計よりは大きかった
のであるが，1935年に倉敷市に抜かれて第2位となった。しかし，勿論他の
年は第1位であった。1935年に資本金合計が第2位になった理由は，会社種
類別では圧倒的に資本金額の多い株式会社で，営業産業部門別では商業会社
とともに資本金額の多かった工業会社で，資本金規模別ではやはり圧倒的に
資本金額の多い50万円以上層でいずれも倉敷市に抜かれたためであったが，
直接の原因は1935年に岡山市の商業会社の資本金額が急減したためなのであ
った。
　岡山市の会社企業を会社種類別に見ると，資本金額では圧倒的に株式会社
が多かったが会社数では合資会社の方がやや多かったといえよう。合名会社
もかなりあったが，有限会社は1940年に少数登場しているのみであった。営
業産業部門別で見ると，会社数では一貫して商業会社が多く資本金額では年
毎に変動しているものの1940年には商業会社が工業会社に大差をつけていた。
資本金規模別に見ると，会社数では5万円未満層が過半数を占めていたが資
本金額では50万円以上層が80％程度を占めていた。そして1935年に倉敷市に
抜かれた工業会社および50万円以上層の資本金額では抜き返しはできていな
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表！1　岡山市の会社の推移（種類別，営業別，資本金別）
項　　目 1925（大正14）年1930（昭和5）年1935（昭和10）年　　　　　ρ 同比率（％｝ 1940（昭和15）年
会社日合計 175 293 401 100．0 398
資本金合計 53，157，740 101，153，63177，321，233 100．0108，061，457
株式会社数 80 111 144 35．9 173
〃資本金額 49，401，05095，128，45070β06，00090．9 99，051，300
合資会社数 74 146 217 54．1 175
〃資本金額 2，922，790 5，032，781 6，021，033 7．8 6，965，707
合名会社数 21 36 40 10．0 42
ク資本金額 833，900 992，400 994，200 1．3 11632，950
有限会社数 一 一 一 一 9
ク資本金額 一 　 一 一 411，500
農業会社数 2 一 2 0．5 1
ク資本金額 12，500 『 1，000，000 1．3 500，000
水産会社数 　 　 1 0．2 1
〃資本金額 一 一 40，000 0．1 40，000
鉱業会社数 2 2 4 1．0 3
〃資本金額 115，000 ユ15，000 165，000 0．2 385，000
工業会軒数 55 42 103 25．7 122
ク資本金額 32，400，190 37，428，79044．263β8057．2 13，032，350
商業会社数 105 235 276 68．8 254
〃資本金額 14，047，650 55，744，841 23，823，55330．8 85，708，607
運輸会社数 11 14 15 3．7 ！7
〃資本金額 6，582，400 7，865，000 8，028，8001 ．4 8，395，500
5万円未満 85 165 272 67．8 217
ク資本金額 1，271，690 2，123，231 3，458，383 4．5 3，049，957
5万円以上 21 49 37 9．2 59
〃資本金額 1，191，050 2，374，4002，216，850 2．9 3，491，500
10万円以上 45 53 65 16．2 96
〃資本金額 8，145，000 9，436，000 11，196，0004．5 17，264，000
50万円以上 24 26 27 6．7 26
ク資本金額 42，550，00087，220，00060，450，00078．2 84，156，000
注）単位は社，円，パーセント
出所）各年次のr岡山県統計年報』
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いが，その他の部分ではおおむね岡山市の会社が会社数・資本金額とも岡山
県全体の中で第1位を占めていたのであった。
　2＞主要工業製品別の変化
　表12は岡山市の主要工業製品の生産価額の推移を示したものである。1925
年（大正14）の生産価額11万円以上の27品目にその他の年の20位以内の品目
と30万円以上の品目を追加した。生糸と加工用材は他産業掲載分である。紡
績綿糸は1930年と1935年は郡市別表示がなかった。表3の岡山県の主要工業
製品の生産価額の推移と対照しつつ特徴点を列挙してみよう。
　織物・紡績綿糸・撚糸絹糸の紡織工業製品が最上位部分にあり，しかも撚
糸絹糸が1940年に20位以下になってしまうこと，最初5位以内の足袋がどん
どん後退し1940年には地下足袋の助けでようやく10位台にいた反面で，かな
り差があった洋服類が1940年には5位以内に入るという裁縫業製品の主役の
交替があったこと，醸造業製品では清酒の後退はゆるやかで醤油の後退は急
速であったことなどは岡山市も岡山県全体も同様であった。しかし，岡山県
全体ではかなり上位にあった花むしろござ・取卸薄荷・肥料・造船・真田紐
類・煉瓦・畳表・和紙・セメントなどが岡山市では見られなかったり20位以
内になかったりするとともに，岡山市ではかなり上位にあった機械製麦粉・
菓子類・印刷製本・ゴム製品・瓦斯・燐寸・製綿・飴・清涼飲料水・缶詰・
農具類などが岡山県では20位以内になかったりずっと下位にあったりという
ように，差異も顕著であった。また同じ機械器具工業製品でも，岡山市では
鉄工器具機械が岡山県全体ほど急速に増加・上位にいかず，反面で農具類が
岡山県全体の場合よりかなり早く上位に上がったという差異があった。
　人造絹糸が1940年中不明なことと1930年と1935年の紡績綿糸が不明なこと
とは問題があるが，造船・煉瓦・食塩は岡山市の場合はほとんど生産されて
いなかったので他産業掲載分の生糸と加工用材とを含めて表12の範囲で岡山
市の主要工業製品の上位品目の推移を見ておこう。第1位から第5位にあっ
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表12岡山市の主要工業製品の生産価額の推移
工業製品 1925（大正14）年順位 1930（昭和5）年順位 1935（昭和10）年順位 1940（昭和15）年順位
織物 9，131，092① 6，248，019① 8，819，039① 12，048，411①
紡績綿糸 7，509，757②
? ?
3，940，946③
機械製麦粉 5，929，500③ 2，063，680③ 4，201，390② 8，548，479②
撚糸・絹糸 4β42566④ 2，307，337
?
3，440，905③ 35，300
足袋 2，302，879⑤ 779，618
?
866，223⑧ 1，518，769⑩
菓子類 1，698，321⑥ IJ85，517
?
1，517，735⑥ 3」32，965⑤
印刷製本 1，593，733⑦ 1，693，796④ 2，050，570⑤ 1，528，984⑨
ゴム製品 946，742⑧ 554，271⑨ 1，257，311⑦ 1，101，677⑫
鉄工器具機械 771，628⑨ 330，769⑭ 626，353
?
2．276β82⑦
清酒 734，400⑩ 566，475⑧ 641，480⑪ 925，300⑭
木製品 665，030⑪ 453，281⑪ 643，181⑩ 1，515，345⑪
洋服類 564，400⑫ 546，623⑩ 780，974⑨ 3，593，186④
醤油 461，808⑬ 205，920⑯ 114，380 235β41
瓦斯 330，393⑭ 435，528⑫ 496，014⑭ 523，577⑯
燐寸 318，860⑮ 262，500⑮ 186，330⑯ 296，180
製綿 250，150⑯ 164，368⑳ 174，617⑰ 114，162
，
飴 237，160⑰ 408，300⑬ 2β53，750④ 2，327，034⑥
清涼飲料水 225，456⑮ 181，404⑰ 153，419⑲ 456，656⑲
ローソク 211，431⑲ 124，372 114，059 261，305
畳表 211β38⑳ 41，502 120，273 202，664
缶詰 204，486⑳ 172，155⑲ 290，408⑮ 252，290
酢 203，600⑳ 117，111 122，ユ00 183，275
豆腐油揚 194，524⑳ 100，777 146，560 248，455
麺包類 1871150⑳ 117，575 145，245 430，210⑳
皮革製品 120，924
?
87，980 90，526 131，676
乾燥麺類 113，546
?
46，126 6／，798 471，451⑱
生うどん 112，200⑳ 72，225 137，957 223，701
農具類 552，344＊昭3 639β41
?
570，211⑬ 1，077，82ユ⑬
工業用薬品 76，824 1771425⑱ ユ5L935⑳ 255，054
紙製品 49，745 711370 167，879⑱ 360，818
亜鉛ブリキ細工 56，700 85，320 88，205 487，234⑰
コークス 98，559 102，101 116，712 308，872
生糸 一 674，431 994，664 1，065，188
加工用材 745，719 2，459，170 580，749 1，931，4ユ9
注）1925年の11万円以上の品目に各年次の20位以内と30万円以上の品目を追加．紡績綿糸は織布
　　兼営工場のものが1930年から除かれた．紡績絹糸（1925年4，342，190円）は燃糸と合算され
　　ている，生糸・加工用材（除丸材）は他産業掲載分．＊印はそれ以前が不明である．西洋紙
　　（2，111，764円⑧）とふすま（594，179円⑮）は1940年のみ判明．
出所〉各年次の『岡山県統計年報』
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た品目は1925年が織物・紡績綿糸・機械製麦粉・撚糸絹糸・足袋で，！930年
目織物・加工用材・撚糸絹糸・機械製麦粉・印刷製本で，1935年が織物・機
械製麦粉・撚糸絹糸・飴・印刷製本で，1940年が織物・機械製麦粉・紡績綿
糸・洋服類・菓子類となっていて，繊維関係製品と食料品が主なものであっ
た。第6位から第10位にあった品目は1925年が菓子類・印刷製本・ゴム製品・
鉄工器具機械・加工用材で，1930年が菓子類・足袋・生糸・農具類・清酒で，
1935年が菓子類・ゴム製品・生糸・足袋・洋服類で，1940年が飴・鉄工器具
機械・西洋紙・加工用材・印刷製本となっていて，食料品と繊維関係製品を
中心としつつもかなりの変動が見られた。岡山県全体の場合と対比して見る
と，多数の品目が上位を占め続けていた繊維関係製品の新旧の品目の順位交
替は共通した傾向であったが，岡山市の場合は重化学工業関係製品はそれほ
ど上位には進出せず，食料品は清酒がふるわなかったにもかかわらず他に上
位を占めている品目が多くあった。また農産加工製品は生糸を除いて上位に
は登場せず，かわりに印刷製本などの都市型工業製品があった。
表13　岡山市の主要織物製品の推移
織物製品種類 1925（大正14）年1930（昭和5）年1935（昭和10＞年 1940（昭和15）年
織物価額合計 9ユ31092，　　　　　　　　¶ 61248，019 8，819，039 12，048，411
広幅綿織物 8，166，075 5，700，477 7，966，438 6，678，536
小幅綿織物 678963　　， 278，778 361，672 61，908
特　殊　織　物 259，459 255091　　〒 456，734 244，720
追及絹交織物 26，398 13，673 34，195 2，722，919
麻及麻交織物 36 一 　 270，561
毛及毛交織物 161 一 　 　
人　絹　織　物 一 一 一 3，288
ス　・フ織物 一 一 一 2，066，479
注）単位は円
出所）各年次の『岡山県統計年報』
表13は表12で一貫目て第1位にあり文字通り岡山市の最大の工業製品であ
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つた織物を，その製品種類別の動向として見たものである。おおむね90％と
いう著しく大きな比率を占め続けていた広幅綿織物が1940年に急に55％へと
岡山県全体の場合とまったく同様な推移で縮小してしまったが，それは主と
して1940年に急に22．6％と17．2％という大きな比率を占めることになった絹
系織物とステープル・ファイバー織物の増加によるものであった。岡山県全
体の場合と異なり，岡山市では絹系織物の比率が大きく人絹織物の比率が微
小であった。岡山市の織物の生産価額が岡山県全体の中に占めていた比率を
見ておくと，1925年が23．1％，1930年が22，4％，1935年が18．6％，1940年が
21．4％となっており，1935年がはずれるが20％強を維持していた。広幅綿織
物の場合は24．8％，23．3％，19，1％，21．2％とほとんど同様な比率であった
が，小幅綿織物の場合は14．2％，14．8％，21．6％，7．5％となっていてかなり
異質な変動があり，特殊織物の場合は21．8％，29．7％，17．2％，12．3％とな
っていてやはり変則的であった。1940年の絹系織物の59．7％という比率は驚
異的であるが，それはまったく例外的な状態であったといってよいであろう。
　表14は岡山市の主要工業製品の1925年から1940年にかけての生産状態の推
移を示したものである。この表には各年次の上位10品目，全部で14品目掲載
している。ここでは岡山県全体の主要工業製品の生産状態を示した表5と対
照しつつ検討していきたい。まず表14の14品目で表5の14品目に掲載されて
いない品目を見ると菓子類・印刷製本・ゴム製品・木製品・飴・農具類の6
品目であり，逆に表5にあって表14にない品目は花むしろござ・醤油・肥料・
畳表・造船・煉瓦耐火物類の6品目であった。つまり二つの表に共通に掲載
されていたのは綿織物・紡績綿糸・機械製麦粉・撚糸絹糸・足袋・鉄工器具
機械・清酒・洋服類の8品目であって，14品目の過半数ではあったが二つの
表には（つまり岡山市の主要工業製品と岡山県全体のそれとには）かなり品
目の差異があったことを注意しておかなければならない。
　表14の14品目を類似業種毎にまとめて見ておこう。綿織物・紡績綿糸・撚
糸絹糸の紡織工業製品3品目は岡山県全体の表5でも上位にあった。紡績綿
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糸は岡山市でも岡山県全体でも工場数が少なかった（大規模工場揃いであっ
たといえよう）が，綿織物と撚糸絹糸の場合は岡山県全体では製造戸数は2
～3百とかなり多かった（小規模なものが多かった）のに対し，岡山市では
その生産価額の割にはむしろ大変少なかった（大規模なものであった）ので
ある。岡山市の撚糸絹糸の製造戸数は岡山県全体の1％以下の1～2カ所し
かなかったのに，その生産価額が岡山県全体の中で占める比率は1940年を除
いて69．7％，54．1％，65．5％という圧倒的な大きさであった。また岡山市の
綿織物の機業戸数の場合も岡山県全体の5％程度であったのに，その生産価
額が岡山県全体に占めていた比率は23．5％，22．8％，19．0％，20．4％となっ
ていて20％もあったのである。しかしこの3品目とも，1940年の撚糸絹糸を
別にしたとしても，岡山市の場合も岡山県全体と同様に生産価額も職工数も
停滞ないし減少していったのであった。
　足袋の衰退傾向と洋服類の発展傾向とがまったく対照的であったという裁
縫業製品の基本的特徴は岡山県全体の場合と同様であったが，岡山市の足袋
と洋服類は岡山県全体のそれらとは異なった性格も示していた。岡山市の足
袋の生産価額が岡山県全体の中に占めていた比率は28．0％，21．6％，33．6％，
29’．9％となっていて，製造戸数も職工数もそれほど違わない比率を占めてい
た（つまり生産規模的な差異はあまりなかった）といえるが，岡山市の1940
年の足袋の生産価額の71％は地下足袋が占めていて岡山県全体の場合の38％
とはかなり差があった。また岡山市の洋服類の生産価額は岡山県全体のそれ
のようには急速に増加せず，岡山県全体に占めた比率も45．0％，25．3％，7．4
％，11．9％となっていてむしろ大幅に縮小していた。岡山市の製造戸数と職
工数が岡1」」県全体に占めた比率も見ておくと48．1％，28。4％，29．2％，20．3
％および51．1％，23．1％，10．6％，6．3％となっていて，やや製造戸数の縮小
ぶりが小さめであったがいずれも大幅に縮小していた。これは岡山県全体の
洋服類の急増の主力は学生児：童服（1940年には生産価額で68．5％を占めてい
た）であったが，岡山市の洋服類ではそれは生産価額で僅：か0．9％しか占めて
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表14　岡山市の主要工業製品の生産状態
年　　　次 1925（大正14）年1930（昭和5）年1935（昭和10）年 1940（昭和15）年
綿織物価額 8，845，038 6，234，346 8，784，844 6，985，164
〃機業戸数 8 11 18 9
ク　職　工数 3，031 1，185 1，534 984
紡績綿糸価額 7509757，　　　　　　　　， ? ? 3，940，946
ク　工場数 2 （以後織布兼営工場のものが除かれ， 3
ク　職工数
??，
この時期は市郡別不明） 600
機械麦粉価額 5929500，　　　　　　　　， 2063680，　　　　　　　， 4201390，　　　　　　　， 8548婆79，　　　　　　　　，
〃製造戸数 1 2 2 2
撚糸絹糸価額 4β42，566 2，307，337 3，440，905 35，300
〃　製造戸数 2 1 1 2
〃　職工数 1，656 1，252 ユ，466 10
足　袋　価　額 2302879，　　　　　　　　， 779618　， 866，223 1，518，769
〃　製造戸数 58 31 20 29
〃　職工数 42ユ 443 617 315
菓子類価額 1．698β21 1」85，517 1，517，735 3，132，965
〃製造戸数 201 238 253 228
〃　職　工数 608 643 794 8ユ5
印刷製本価額 1，593，733 1693796¶　　　　　　　， 2，050，570 1，528，984
〃　製造戸数 70 68 117 101
〃　職　工：数 592 595 778 578
ゴム製品価額 946，742 554，271 1．257β11 1，101，677
〃製造戸数 6 6 10 18
ク　職　工数 304 163 236 141
鉄工器具機械 771628　， 330769　， 626353　， 2276382，　　　　　　　　，
〃　製造戸数 80 62 105 198
ク　職工数 350 251 403
??，
清　酒　価　額 734，400 566，475 641，480 925，300
ク醸造場数 17 14 14 13
〃　職工数 129 134 132 86
木製品価額 665，030 453281　， 643，181 1．515β45
〃　製造戸数 202 337 380 290
〃　職工数 434 652 739 754
洋服類価額 564，400 546623　， 780，974 3，593，186
〃　製造戸数 112 100 167 285
〃　職工数 408 306 442 951
飴　　価　　額 237，160 408β00 2β53，750 2，327，034
〃　製造戸数 2 2 2 2
〃　職工数 13 17 31 38
農具類価額 ＊552β44 639341、　， 570211　〒 1077821，　　　　　　　　，
ク　製造戸数 昭3　　39 19 23 48
〃　職工数 98 48 193 313
注）各年次の上位十品目による．
出所）各年次の『岡山県統計年報』
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おらず，依然として主力は狭義の洋服（1940年の生産価額で96．0％を占めて
いたが岡山県全体で洋服は14．9％と小さかった）のままであった。この狭義
の洋服に代わって洋服類の成長をリードしていったのは何といっても学生児
童服であり，その9割は児島郡に集中していた。1940年の生産価額を合計す
ると狭義の洋服を凌ぐようになった労働服と婦人子供服も，その7～8割は
児島郡に集中していたのであった。
　食料品工業関係では機械製麦粉・清酒のように岡山県全体と共通している
品目と，菓子類・飴のように岡山県全体の場合にはそれほど有力ではなかっ
たものとがあった。まず共通している機械製麦粉と清酒の生産状態を見てお
こう。岡山市の機械製麦粉の生産価額が岡山県全体の中に占めていた比率を
見ると93．1％，85．5％，89．9％，77．0％となっていて，わずか1～2カ所（1
％以下）しかないのに決定的な大きさの比率を占めていた。これは他の郡市
の製造所が零細規模ばかりであったのに対して岡山市のそれは特に大規模で
あったものと思われる。岡山市の場合も岡山県全体の場合と同様に，／925年
には原料の三分の一程度にすぎなかった国内原料がその後90％以上を占める
ようになっていく。岡山市の清酒の生産価額が岡山県全体の中に占めている
比率を見ると，5．4％，5，1％，5．9％，6．5％となっていてそれほど大きくな
かったし，醸造場数が4％程度で職工数が5％程度とそんなに差異がなかっ
た。郡市別に見ると岡山市の清酒の生産価額はおおむね第5位であった。
　共通していない品目の菓子類と飴では，岡山市が岡山県全体の生産価額な
どで中心的な比率を占めていたことはいうまでもない。まず菓子類の生産価
額を見ると55．6％，57．1％，61．3％，65。4％となっていて過半数からさらに
三分の二に近付きつつあった。製造戸数では3割程度で職工数では4割程度
であったので，生産規模も岡山市はやや大きかったと思われる。岡山市の飴
の生産価額が岡山県全体に占めていた比率を見ると95．2％，98．5％，99。5％，
97．6％でほとんど全部ともいえたが，製造戸数はわずか2カ所（5％程度）
にすぎず，職工数は徐々に大きくなっていたが2～4割程度であったので，
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他の郡市のものとは生産規模は勿論のこと製造設備にも大きな差異があった
ものと思われた。
　印刷製本と木製品も岡山県全体の場合はそれほど上位にはならなかった（つ
まり表5には入らなかった）品目である。岡山市の印刷製本の生産価額が岡
山県全体に占めていた比率を見ると85．1％，81．2％，78．4％，62．6％となっ
ていて，徐々に縮小しつつあったもののなお決定的な比率を維持していた。
製造戸数では4割以上で職工数では5～7割を岡山県全体の中に占めていた
ので，岡山市の印刷製本が岡山県全体で中心的な位置にあったことはたしか
であろう。岡山市の木製品の生産価額が岡山県全体に占めていた比率を見る
と33．1％，31．4％，34．0％，28．8％となっていて，おおむね3割あり郡市別
で第1位を占めていた。製造戸数と職工数とは2割前後となっていた。
　重化学工業関係製品はゴム製品・鉄工器具機械・農具類の3品目であり，
鉄工器具機械のみが岡山県全体の場合と共通していた。岡山市の鉄工器具機
械の生産価額が岡山県全体の中に占めていた比率を見ると66．1％，9．6％，11．2
％，11．6％となっていて，1925年から1930年にかけて極端に落ち込んでいる。
製造戸数と職工数とを見ておくと35．7％，21．8％，28．0％，50．0％と50．1％，
8．3％，8．6％，34．7％となっていて，やはり1930年にかなり落ち込んでいる
ことがわかる。岡山県全体の鉄工器具機械は三つの指標とも1925年から1930
年にかけてかなり増加しているのに対し，岡山市の鉄工器具機械は逆に三つ
の指標ともかなり減少していた。その後1940年にかけて増加し比率も回復し
つつあったが，1カ所当たりの生産規模の零細性は脱却しきれていなかった。
同じ機械器具工業製品でも農具類は岡山県全体の場合にはあまり上位になら
なかった。岡山市の農具類の生産価額が岡山県全体の中に占めている比率を
1930年・1935年・1940年で見ると83．4％，76．6％，41．8％となっていて，1940
年にかなり縮小しているもののなお郡市別では第1位を維持していた。製造
戸数と職工数の比率も見ておくと7．7％，6．6％，！2．6％と10．8％，25．3％，
9．8％となっていて，岡山市の農具類の1カ所当たりの生産価額はかなり旧き
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く職工数はやや多くなっていた。
　最：後に化学工業製品であるゴム製品について見ておこう。これも岡山県全
体の場合にはあまり上位にならなかった工業製品である。岡山市のゴム製品
の生産価額と製造戸数と職工数とがそれぞれ岡山県全体の中に占めていた比
率を続けて見ておくと，79．0％，51．9％，88．8％，67．5％と60．0％，50．0％，
76．9％，81．8％と83．5％，57．4％，73．8％，28．5％となっていて，1940年の
職工数の比率を別とすればいずれも決定的な比率を占めていたことが判る。
つまりゴム製品については三つの指標のいずれで見ても，圧倒的に岡山市に
集中していた工業であったといえよう。
　『岡山県統計年報』には主要工業業種別の推移は岡山県全体でしか掲載さ
れておらず，戦前昭和期における岡山市の工業構造の特徴と変化を解明する
作業には限界があり，岡山県全体の工業構造の特徴と変化との対比的分析も
不十分であるが，とりあえず次章で戦前昭和期の岡山県の産業構造の特徴と
変化とともに整理しておこう。
4．むすびに
　岡山大学産業経営研究会の研究報告書第14集での1934年（昭和9）頃を中
心とした戦前期岡山県の産業構造の特徴についての神立春樹氏の分析の結論
をここでもう一度要約しておこう。岡山県は産業別就業人口，農工生産額構
成において，農業県立色彩の濃厚な県であった。岡山県は（化学工業と窯業
を中心とするが）重化学工業のウェイトが全国平均にもはるかに及ばない軽
工業県で，紡織工業が圧倒的なウェイトを占めた繊維工業県でありその他の
工業の展開もみられた。岡山県は農家経営に結びついた副業的農産加工業の
広汎な展開がみられた。このような結論は1925年（大正14）から1940年（昭
和15）にかけての岡山県の産業構造の特徴と変化についての本稿での分析に
おいてもおおむね再確認されたといえよう。しかし同時にこの期間において，
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農業と比較して工業の生産価額の増加が後半顕著になること，繊維関係工業
の内容的変化と工業全体の中での紡織工業の後退が顕著：になること，副業的
農産加工業の中には顕著な衰退を示すものもあること，岡山県全体ではあて
はまることが確かであっても岡山市の産業構造についてはあてはまらないこ
とが多くあることなどが明らかになったのである。戦前昭和期におけるこう
した岡山県の産業構造と岡山市の産業構造の特徴と変化について，ここでも
う一度簡単に整理してむすびとしておこう。
　産業部門別の生産価額構成では，岡山県はなお四分の一程度を農業が占め
ていたとはいえ，次第に工業の比率が増加し三分の二に近付いていた。また
営業産業部門別の会社企業では工業会社よりも商業会社が有力になっていた。
主要工業製品別の生産価額と生産状態では，岡山県は最上位を占めていた紡
織工業製品の後退傾向と新しい繊維関係製品（洋服類や人造絹糸・スフ）の
急上昇，食料品と農産加工業的製品の後退傾向と重化学工業関係製品の上昇
傾向とが明白であった。主要工業業種別では，岡LLi県は紡織工業・醸造業・
製工業などの後退傾向と新しい繊維関係工業・重化学関係工業などの上昇傾
向とが明白であったといえよう。紡織工業の優位【生はなお維持されていたと
はいえ，岡山県の産業構造には新しい変化もしだいに顕著になりつつあった
のであった。
　次に，工業を中心とした産業の生産総価額や商業会社・工業会社などの会
社企業活動で岡山県の中でもっとも有力であったといえた岡山市の戦前昭和
期の産業構造の特徴と変化についてはどうか。産業部門別の生産価額構成で
は，岡山市はゆるやかに比率を縮小させつつあったとはいえ工業のしめた比
率は神立氏のいわれる主要工業府県なみに大きく，農業の占めた比率が小さ
かった。営業産業部門別の会社企業では商業会社の優位性が一層はっきりし
ていた。主要工業製品別の生産価額と生産状態では，岡山市は最上位を占め
ていた紡織工業製品の後退傾向と新しい繊維関係製品（利用した資料では確
認できていないが岡山市でも1940年にはかなりの人造絹糸の生産があるはず
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であった）の上昇傾向という点では岡山県の場合と同様であったが，農産加
工業的製品があまり上位にはなかったことや重化学工業関係製品もそれほど
上位にならないこと，それに清酒以外の食料品や印刷製本などのいわば都市
型の工業製品が上位にあったことなど，岡山県の場合とはかなり異質な特徴
も見られたのであった。
　戦前昭和期の岡山県の産業構造の特徴と変化については，岡山市以外にも
児島郡などさまざまな特徴を持ったいくつかの工業地域があるので，これら
についてさらに調査・検討する必要があることを最後に述べて本稿のむすび
としたい。
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